
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

学
校

の
み
ら
い
～
不

“

”

登
校

万
人
か
ら
考
え
る

30

～
』
が
１
月

日
、
Ｎ
Ｈ
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Ｋ
総
合
で
放
送
さ
れ
ま
し

た
。そ

こ
で
紹
介
さ
れ
た
山

形
県
の
天
童
中
部
小
学
校

が
注
目
で
す
（

。

写
真
）

今
か
ら
６
年
前
、
前
校

長
が
「
子
ど
も
主
体
の
学

校
に
す
る
ん
だ
」
と
学
校

改
革
を
行
い
ま
し
た
。

一
斉
授
業
が
全
体
の
８

割
、
子
ど
も
自
身
が
学
び

方
を
選
択
す
る
授
業
が
２

割
あ
り
、
自
分
の
興
味
の

あ
る
こ
と
を
自
由
に
学
ん。

で
い
い
時
間
が
あ
り
ま
す

子
ど
も
が
先
生
役
に
な

り
、
学
び
た
い
テ
ー
マ
を

自
分
た
ち
で
自
由
に
決
め

る
。教

師
は
「
子
ど
も
た
ち

、

が
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
姿

に
、
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
」
と
言
い
ま
す
。

麴
町
中
学
校
の
元
校
長

で
、
学
校
改
革
を
実
践
し

て
き
た
工
藤
勇
一
氏
（
横

浜
創
英
中
学
・
高
等
学
校

）
、

校
長
・
鶴
岡
市
出
身
は

「
子
ど
も
た
ち
は
、
生
ま

れ
た
と
き
は
み
ん
な
主
体

的
な
生
き
物
。
教
育
を
受

け
る
中
で
、
ど
ん
ど
ん
主

体
性
を
失
っ
て
、
受
け
身

に
な
っ
て
い
く
」
と
い
う

言
葉
が
印
象
的
で
す
。

文
科
省
の
初
等
中
等
教

、「

、

育
局
長
が

令
和
３
年
に

『
個
別
最
適
な
学
び
・
協

働
的
な
学
び
』
を
打
ち
出

し
た
。
個
人
の
主
体
性
を

尊
重
す
る
と
い
う
考
え
方

だ
。
し
か
し
市
町
村
に
理

解
の
差
が
あ
る
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
」
に
前
の
め
り
の
鶴
岡

市
は
ど
う
な
の
か
？

９
年
間
で
目
指
す
子
ど

も
像
を
目
標
に
、
９
年
間

一
貫
し
た
教
育
課
程
を
編

成
し
、
教
職
員
の
多
忙
化

を
つ
く
り
、
子
ど
も
の
主

体
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
？
。

小
中
一
貫
教
育
で
は
、

「
子
ど
も
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

」
、

な
状
態
の
ま
ま
推
移
し

研
究
者
か
ら
問
題
が
指
摘

小
中
一

さ
れ
て
い
ま
す
（『

貫
教
育
の
実
証
的
検
証
』。

花
伝
社
２
０
２
１
・
３
）

2024年 月 日２ ４
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（月２００円程度）
1月 36人 32,030円
12月 37人 41,650円

天
童
市
立
天
童
中
部
小
学
校

学
校
改
革
で
「
子
ど
も
主
体
の
学
校
」
に

ふ
る
さ
と
賛
歌
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鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
色
木
薬
師
堂
に
あ

る
文
化
財
①

相
撲
絵
馬

（

）

明
和
３
年
１
７
６
６

に
「
相
撲
絵
馬
」
が
奉
納

、
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
友
綱
が
小
結

か
ら
関
脇
に
進
ん
だ
時
の

絵
馬
と
思
う
。

絵
は
、
朝
草
御
蔵
前
、

於
八
幡
宮
社
内
晴
天
八
日

勧
進
大
角
力
興
行
つ
か
ま

つ
る
と
あ
り
、
番
付
に
は

艪
綱
（
と
も
づ
な
）
良
助

と
あ
る
。

友
綱
に
つ
い
て
は
『
民
、

報
』

年
３
月

日
・
１

23

26

３
９
２
号
に
書
い
た
。

要
約
す
る
と
、

（

）

享
保

年
１
７
３
４

19

に
、
八
色
木
村
の
水
野
辰

之
助
に
生
ま
れ
、
本
名
を

理
助
と
い
う
。

、

玉
垣
額
之
助
に
入
門
し

『
日
本
相
撲
史
』
の
上
巻

で
彼
の
四
股
名(

し
こ
な)

、
を
初
め
て
見
る
の
は
、
江

戸
番
付
第
１
号
の
宝
暦
７

年
（
１
７
５
７
）

月
場

10

所
か
ら
で
あ
る
。

（

）

宝
暦

年
１
７
６
１

11

に
小
結
と
な
り
、
明
和
元

年
（
１
７
６
４
）

月
場

10

所
を
最
後
に
引
退
す
る
ま

で
、
幕
内
在
位

年
間
、

24

こ
の
う
ち
小
結
、
関
脇
を

場
所
務
め
た
。

11
一
節
に
は
、
大
関
の
力

を
備
え
な
が
ら
、
体
が
小

さ
い
の
で
、
看
板
と
し
て

の
見
栄
に
欠
け
た
た
め
、

関
脇
で
留
ま
っ
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

、

初
代
出
羽
海
を
は
じ
め

多
く
の
弟
子
を
育
て
た
。

（

）、

天
明
７
年
１
７
８
７

夏
巡
業
地
の
越
後
で
、
53

歳
で
没
し
た
。

右下 小柄に見えるのが友綱



、

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
は

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育

基
本
計
画
（
案
」
に
つ
い

）

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
を
、
令
和
６
年
１
月

日
（
月
）
～
２
月
９
日

29（
金
）
ま
で
行
い
ま
す
。

鶴
岡
市
に
お
け

る
「
学
校
改
革
」

の
重
大
問
題
で

す
。共

産
党
市
議
団

の
情
報
公
開
請
求

で
は
、
市
教
委
は

す
で
に
、
令
和
４

年
４
月

日
の
市

14

内
部
会
議
で
、
小

中
一
貫
校
の
設
置

な
ど
を
想
定
し
て

（

）。

い
ま
し
た
図

藤
島
・
羽
黒
・

櫛
引
で
は
施
設
一

体
型
が
、
朝
日
・

温
海
・
豊
浦
で
は

併
設
型
が
狙
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

教
育
へ
の
期
待

は
、
一
貫
教
育

と
は
別
に

い
ま
、
教
育
へ
の
期
待

は
、
未
知
の
問
題
に
立
ち

、

、

向
か
い
協
働
で
解
決
し

主
体
的
に
考
え
る
力
を
育

て
る
方
向
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。

学
力
テ
ス
ト
型
の
学
力

で
は
な
く
、
現
実
場
面
で

の
問
題
解
決
に
取
り
組
む

力
を
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
が
獲
得
で
き
る
よ
う

な
教
育
で
す
（

。

前
頁
）

市
の
計
画
案
に
は
、
そ

れ
が
見
え
ま
せ
ん
。

団
体
献
金
を
辞
め
る
と
は

な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
タ

カ
リ
の
体
質
は
変
え
ね
ん

だ
ナ
。
そ
れ
な
ら
ば
派
閥

解
消
と
言
っ
て
も
、
政
策

集
団
な
ん
て
称
し
て
又
ま。

た
金
で
繋
が
る
だ
ろ
う
テ

だ
か
ら
ど
っ
か
の
新
聞
に

は
、
集
団
万
引
き
し
た
者

に
そ
の
対
策
を
し
ろ
と
言

っ
て
い
る
の
と
同
じ
だ
・

と
あ
っ
た
と
サ
。
ま
る
っ

き
り
信
用
ネ
～
ン
ダ
。

▲
し
か
し
、
検
察
も
一
緒

に
な
っ
て
変
に
し
な
い
で

く
れ
よ
。
ア
ベ
派
の
中
枢

は
お
咎
め
無
し
っ
て
か
。

と
が

そ
ん
な
わ
け
に
は
い
く
ま

い
。
事
の
起
こ
り
は
そ
っ

か
ら
で
し
ょ
。
併
せ
て
、

３
千
万
円
以
下
は
、
起
訴

し
な
い
っ
て
カ
。
国
民
は

怒
る
ヨ
。
俺
が
線
を
引
く

と
す
れ
ば
百
万
円
だ
ぜ
。

し
か
も
そ
れ
は
、
わ
ざ
わ

ざ
２
７
０
０
万
円
の
あ
の

人
が
は
ず
れ
る
額
と
し
か

思
え
な
い
線
だ
も
の
。

▲
派
閥
の
解
消
で
の
目
く

ら
ま
し
も
、
足
並
み
が
揃

わ
な
い
ん
じ
ゃ
、
首
相
の

権
威
も
？
だ
ナ
（
石
川
）

。

そ
れ
を
聞
い
た
佐
々
木

は
、
実
に
古
風
で
質
朴
の。

極
み
と
絶
賛
し
た
と
い
う

そ
の
後
県
内
を
巡
っ
て

も
，
人
々
の
対
応
は
ま
る

で
巡
幸
の
天
皇
を
迎
え
る

よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
こ
の
頃
、
女
性
旅

行
家
・
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
が
東
京
を
起
点
に
日
光

か
ら
新
潟
県
へ
抜
け
、
日

本
海
側
か
ら
北
海
道
に
至

る
北
日
本
を
旅
し
た
。

彼
女
の
「
東
洋
の
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
（
理
想
郷
」
の
）

有
名
な
言
葉
は
こ
の
頃
の

こ
と
で
あ
る
。

に
戸
惑
っ
た
。
山
道
を
人

々
が
掃
除
中
で
、
砂
を
所

々
に
集
め
、
高
貴
の
人
が

通
行
の
時
、
何
か
突
然
起。

っ
た
時
の
た
め
だ
と
い
う

ま
た
あ
る
者
が
先
導
し
道

路
払
い
な
ど
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
人
々
が
奔
走

し
苦
労
し
て
は
気
の
毒
、

そ
の
辺
は
制
限
し
て
は
と

三
島
に
苦
言
を
呈
し
た
と

い
う
。

三
島
に
よ
れ
ば
，
こ
う

し
た
対
応
は
自
分
の
指
示

に
よ
る
も
の
で
な
く
，
高

貴
な
る
人
が
来
る
と
聞
い

た
村
の
人
々
が
自
主
的
に。

し
て
い
る
こ
と
と
言
っ
た

三
島
に
連
れ
ら
れ
道
路
状

況
視
察
の
た
め
、
一
行
か

ら
離
れ
、
新
潟
か
ら
山
形

に
入
っ
た
。

佐
々
木
は
日
記
に
記
し

て
い
る
。

現
国
道
１
１
３
号
で
十
「

三
峠
（
小
国
町
黒
沢
峠
の

」

峠
敷
石
：

)

と
も
通
称

写
真

さ
れ
る
。
写
真
は
、
小
国

町
の
黒
沢
峠
の
綺
麗
な
敷

石
で
あ
る
。

佐
々
木
は
人
々
の
応
対

本
気
が
見
え
な
い

、

俺
も
勿
論
そ
う
思
う
が

こ
れ
は
巷
で
聞
い
た
声

ち
ま
た

だ
「
死
ん
で
も
ま
だ
ア
ベ

。
は
悪
り
ー
ご
ど
し
っ
た
な

が
や
。
そ
げ
だ
者
ど
ご
、

国
葬
ま
で
し
て
。
今
世
の

」

中
を
騒
が
せ
て
い
る
自
民

党
の
裏
金
へ
の
あ
の
人
の

怒
り
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま

っ
た
の
だ
っ
た
。

▲
こ
ん
な
声
に
対
し
出
さ

れ
た
自
民
党
の
中
間
報
告

と
や
ら
は
、
国
民
の
声
に

ま
る
っ
き
り
応
え
て
い
な

い
。
実
際
裏
金
と
い
わ
れ

る
金
額
は
ナ
ン
ボ
な
ん
だ

ヤ
。
ア
ベ
派
は
６
億
円
超

え
だ
と
か
。
悪
い
処
に
は

使
っ
て
い
な
い
と
い
う
な

ら
、
全
部
使
い
道
を
明
ら

か
に
し
ろ
。
領
収
書
を
出

し
た
ら
選
挙
法
違
反
に
な

っ
た
り
、
脱
税
に
な
る
も

の
も
あ
っ
た
り
し
て
か
。

▲
加
え
て
、
刷
新
と
い
う

名
前
な
ん
だ
か
ら
、
自
民

党
の
何
処
を
ど
う
刷
新
す

る
ん
だ
い
。
金
が
カ
タ
キ

で
あ
り
な
が
ら
、
企
業
・

、

１
８
７
６(

明
治
９)

年

北
陸
巡
幸
随
行
員
・
侍
従

西
四
辻
公
業
。
佐
々
木
高

行
は
、
巡
幸
要
請
に
来
た

東
田
川
史
跡
物
語

県
民
の
対
応

道
路
掃
除

―

青
山

崇

「
小
中
一
貫
教
育
」
で
パ
ブ
コ
メ
募
集
、
市
教
委
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